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研 究 の あ ら ま し

研 究 主 題 を 「心 に響 く音 楽 活 動 を通 して 、 お 互 い を認 め合 い、 豊 か な創 造 性 を

は ぐ くむ指 導 の工 夫 」 と設 定 し、 研 究 を進 めて き た。 音 楽 活 動 を通 して 、 ど の よ

うに した ら生 徒 が お 互 い に認 め合 い、 豊 か な響 きや 達 成 感 を感 じ、 創 造 性 を は ぐ

くん で い け るか と い う こ とを テ ー マ に研 究 協 議 を行 った。

仮 説 を検 証 す る た め の検 証 授 業 に お い て、 歌 唱 で は、 生 徒 が お互 い に認 め合 い

なが ら、 音 楽 を表 現 す る喜 び を感 じ取 り、 器 楽 で は、 自信 を も って課 題 に取 り組

み、 音 楽 を共 にっ く りあ げ る楽 しさ や達 成 感 を味 わ って い た。

心 に響 く音 楽 活 動 とは具 体 的 に何 な の か、 豊 か な創 造 性 や、 お互 い に認 め合 う

とは音 楽 科 に と って、 どの よ うな意 味合 い を もっ の か、 授 業 研 究 を重 ね るた び に

主 題 に つ い て深 く研 究 協 議 す る こ とが で きた。
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研 究 主 題

心 に響 く音楽活動 を通 して、お互いを認め合 い、豊かな創造性をは ぐくむ指導の工夫

1主 題設定の理由

音楽 は人 の心 を豊か に し、人間的成長 に大 きくかかわ ってい る。情操教育が重要視 されて い

る今 こそ・音楽科教育が担 う役割 は大 き く、音楽科 の学習活動 を通 して一人一人の感情 を揺 り

動か し、個性 を豊か に働かせ、創造性 を もった生徒 を育成 してい くことが求め られてい る。

そこで、本年度の教育研究員 の現状 とそれぞれが抱え る悩み をい くっかあ げてみた。

i

① 学年 に よ って、 週 に1時 間 とい う少 な い授 業 時数 の 中 で、 い か に して継 続 的 に表 現

や 鑑賞 の能 力 を高 め て い くか。

② 合 唱 コ ンク ー ル の時 の よ うな心 を 動 か す こ との で き る授 業 展 開 を、 日常 の授 業 に お

い て もど の よ うに行 うか 。

③ 生 徒 に、 いか に して 意 欲 的 に授 業 に取 り組 ま せ るか。

④ 伸 び伸 び と した表 現 活 動 が で き るよ うな雰 囲 気 を、 ど うつ くって い くか。

⑤ 新 学 習 指 導 要 領 で 示 され た、 和 楽 器 の扱 い を ど うす るか 。

L

特 に、 感 動 体験 は、 音楽 を愛 好 す る心 情 を高 め る と と もに、 主 体 的 に 音 楽 とか か わ り、 美 し

い音 色 を 工 夫 して追 究 す る推 進 力 と もな る もので あ る。 ま た、集 団 の 雰 囲 気 が 良 好 な場 合 は、

感動 体験 を共 有 で き、 さ らに教 育 効 果 を上 げ る ことが で き る。

本 研 究 員 は、 音 楽 科 の授 業 に お いて 、 互 いを 認 め 合 う場面 を数 多 くっ く る こ とや 、 一 人 一 人

の音 楽 的 な技 能 を高 め、 達 成 感 を味 わ わ せ る こ とが感 動 体験 に もな り、 ま た それ が 豊 か な創 造

性 の育 成 にっ なが る と考 え 、 本 年 度 の 研究 主 題 を 「心 に響 く音 楽 活 動 を通 して 、 お 互 いを 認 め

合 い、 豊 か な創 造 性 を は ぐ くむ 指 導 の工 夫 」 と設 定 し、 研 究 を進 め る こ と に した 。

そ して 、 研 究 の 仮 説 を 次 の よ う に設 定 した。

仮 説

互 いに認 め合 い、共 に音楽 をっ くりあ げ、一 人一 人 に達成 感 を もたせ、豊 か な響 きを感 じ取 り

表現 す る活 動 をす れば、豊 か な創 造性 をは ぐ くむ ことがで きるだ ろ う。

この仮 説 を検 証 す る た め、 理 論 研 究 、 調 査 研究 を行 い、 そ の研 究 を も とに検 証 授 業 、 研 究 協

議 を重 ね、 指 導 の工 夫 を図 っ た。
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皿 研究の構想図

「'幽一"一"一"一"一"一"一 研 究 主 題 一"一"一"一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一!

!心 に響 く音 楽活動 を通 して、 お互 いを認 め合い、!

L豊 かな創造性をはぐくむ指導の工夫1

J
研 究 仮 説

互 い に認 あ合 い、 共 に音 楽 をっ く りあ げ 、 一 人 一 人 に 達 成 感

を もた せ、 豊 か な響 きを感 じ取 り表 現 す る活 動 を す れ ば 、 豊

か な 創造 性 を は ぐ くむ こ とが で き るだ ろ う。

理 論 研 究

★心 に響 く音楽活動

・音楽面

・情 意面

★互 いを認 め合 う音楽 活動

(共 につ くりあ げる喜 び)

★豊かな創造性を は ぐくむ指 導の工 夫

調 査 研 究

「ア ンケ ー ト調 査 に よ り、生 徒 の実態 を探 る」

★音楽活動 を通 して、認 め合 う場面 を探 る

★心 に響 く音楽活動 を探 る

★音楽活動 の中で、大切 に してい ることを探

る

互いに認 め合 い共 に

音楽 をつ くりあ げ る

喜 びを味わわせ る

【情意】

達 成感を もたせ る

【音楽 的能力】

豊 かな響 きを感 じ取

り表現 させ る

【感性】

1
検

証

授

業

① カ ノ ンの旋 律 を創 作 しよ う

② フ ー ガ の楽 しさ を感 じ取 ろ う

③ 自分 た ち の合 唱"ソ ー ラ ン節"を つ く って表 現 しよ う

④ 私 た ちが つ く りあ げ る ゴ スペ ル
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皿 研究の内容

1理 論 研 究

(1)心 に響 く音 楽 活 動

「心 に響 く音 楽 活 動 」 に は、 音 楽 面 と情 意 面 の両 面 か ら、 具体 的 に ど の よ うな場 面 が あ

るか を 考 え て み た。

① 音 楽面

ア 美 しい音 色 や ハ ー モ ニ ーが 心 に響 くと き

調律 した ば か りの ピア ノを弾 く と、 「ボ ー ン」 と心 に響 く音 が す る。 吹 奏 楽 な ど で

各 楽 器 の音 程 が ぴ った り と合 った時 に、 透 き通 っ た透 明 感 の あ る響 きが す る。 これ ら

音 程 が ぴ った り合 った時 に感 じ る倍 音 の美 しい響 きや 、 ラベ ル の 「水 の戯 れ」 の よ う

な 曲 自体 が本 来 もち合 わ せ て い るみず み ず しい印 象 派 の 響 きな ど は、 直接 聴 く人 の心

に響 く。

イ 新 鮮 さが心 に響 く と き

鑑 賞 の学 習 で初 め て聴 い た ク ラ シ ック の名 曲 が 、 音 楽 を愛好 す る き っか け とな る こ

とが あ る。 この よ うな、 新 しい 曲 を初 めて 聴 い た時 に感 じる新 鮮 な 気 持 ち は、 心 に響

く音 楽 活動 と して と らえ る こ とが で きる。

ウ 達 成 感

今 まで で きな か った こ とが で き るよ うに な った時 。 た とえ ば 、 リコ ー ダー の難 しい

フ レー ズが で き る よ うに な った 時 や、今 まで 出なか った高 い音 が楽 に歌 え る よ うに な っ

た時 の 達 成感 が、 音 楽活 動 の喜 び とな る。

② 情 意 面

ア ー 体 感

演 奏 者 と聴 衆 が一 体 とな った 時 に一 体 感 を感 じる。 た とえ ば 合 唱 コ ン クー ル や コ ン

サ ー トな どで、 全 員 の心 が一 っ に な る と、 感 動 を共 有 す る こ とが で き る。

イ つ くりあ げ る喜 び

合 唱 コ ンクー ル な どで の発 表 ま で の過 程 に お いて 、 生 徒 一 人 一 人 が 心 を 一 っ に して

音 楽 を っ くりあ げ よ う とす る気 持 ち や、 そ れ まで の ク ラ ス の人 間 関 係 や ま と ま りが 、

音 楽 を 生 き生 き と させ、 人 の心 に響 く音 楽 活 動 とな り実 を結 ぶ の で は な い か 。 ま た 、

表 現 の 技能 が未 熟 な生 徒 の音 楽 で あ って も、 人 を感 動 させ る ことが あ る。 これ に は情

意 的 要 素 が大 き くか か わ って い る と考 え られ る。 人 が この上 な く感 動 した 時 、体 の芯

か らゾ ク ゾ ク と震 え 出 し、 何 と も言 え ぬ感 激 を味 わ う ものだ と思 う。 多 感 な中学 生 に

これ ら心 に直接 に訴 え か け る豊 か な響 きを体 験 させ る ことが 、 とて も大 切 で あ る と考

え る。

(2)互 いを認 め合 う音 楽活 動

音 楽 科 の授 業 を通 して、 音 楽 的 な能 力 を伸 ば した り、 音 楽 に対 す る感 性 を豊 か にす る と

と もに、 情意 面 の成 長 を促 す こ と も重 要 で あ る。 授 業 の中 で 互 い を認 め 合 う音 楽 活動 を 実
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践 す る こ とで、 よ り良 い人 間 関 係 を築 き上 げ、 一 入 一 人 が 伸 び伸 び と表現 で き るよ うに な

る と考 え る。

「互 い を認 め合 う」 こ とは、 まず 「互 い の音 を聴 き合 う」 こ とか ら始 ま る。 一 っ の 音 を

美 し く響 か せ る こ とが で きた ら、 今 度 は分 か れて 二 っ の音 を 出 して み る。 互 い の 音 を 聴 き

合 い、 美 しい ハ ーモ ニ ー を っ く って い く こ とが で きる よ うに な る。 複 数 の音 が 複 雑 にか か

わ り合 い、最 後 に一 つ の音 楽 が生 ま れ た 時、 集 団 の 中 の 自分 の存 在 を 認 識 す る と 同 時 に 、

互 い の存 在 を 意 識 し合 い、 共 にっ くりあ げ る喜 び や感 動 を 味 わ う こ とがで き る の で は な い

だ ろ うか 。

ま た、 合 唱 や 合 奏 のパ ー ト練 習 にお い て 、生 徒 間 で 「互 い に教 え合 う」場面 が見 られ る。

ク ラス全 員 で の 練 習 に お いて も、 学 年 が 上 が る にっ れ て、 そ れ まで の音 楽 的 経 験 を生 か し

て、 よ り豊 か な表 現 を工 夫 す る ことが で き る よ う にな る。 互 い に教 え合 う こ とは 、取 り も

直 さ ず互 い に学 び合 い高 め合 う こと に もっ なが る。 これ ら互 い に教 え 合 う こ と に よ って 、

一 人一 人 の音 楽 的能 力 の 向上 と同時 に、 音 楽 に対 す る感 性 を高 め、 互 いを認 め 合 う よ り良

い 人 間 関係 を っ く る こ とが で き るの で は な い だ ろ うか 。

互 いを認 め合 う音 楽 活 動 を通 して、 共 に喜 び や感 動 を味 わ い、 よ り良 い人 間 関 係 を築 く

こ とで 、思 い や りの心 や 自信 が は ぐ くま れ、 一 人 一 人 が 伸 び伸 び と自 己表 現 を す る こ とが

で き る よ う にな る と考 え る。

(3)豊 か な 創 造性 を は ぐ くむ指 導 の工 夫

① 豊 か な創 造 性 と は

音 楽 教 育 にお け る 「創 造 」 と は、 創 作 活 動 だ けで はな く、 同 じ楽 曲 で も演 奏 者 が異 な

れ ば、 十 人 十 色 の解 釈 が あ り演 奏 が あ る よ う に、 表現 活 動 の 上で も創造 性 は発揮 され る。

楽 曲 を分 析 して 、 自分 な りの イ メ ー ジを もち、 再 構 築 す る こ と も創造 といえ るで あろ う。

「豊 か な創 造性 」 と は、 楽 曲 に 対 す るイ メー ジを表 現 す る こ とで あ るが 、 豊 か な心 が は

ぐ く まれ て こそ、 多 彩 に表 現 で きる。

② 創造 性 を は ぐ くむ た め に は

創 造性 を は ぐ くむ た め に は、 ま ず楽 曲 を構 成 す る要 素 で あ る音 色 、 リズ ム、 旋 律 、 和

音 を 含 む音 と音 との か か わ り合 い、 形 式 な ど の働 きを楽 譜 か ら読 み取 る こ とや 、 速 度 や

強 弱 の働 き に よ る曲 想 の 変化 を 感 じ取 って表 現 を工 夫 す る こ とが必 要 で あ る。 歌 曲 で あ

れ ば 、 歌 詞 の 内 容 や 曲 想 を 感 じ取 る こ と、 声 部 の役 割 を 感 じ取 り、 全 体 の響 きに気 を付

けて 歌 う こと、 曲 種 に応 じた発 声 に よ り言 葉 の 表現 に気 を 付 けて歌 うことが大切 で あ る。

器 楽 で あれ ば、 楽 器 の基 礎 的 な 奏 法 を 身 に付 け、 美 しい 音 色 を工 夫 して 表現 す る こ とが

求 め られ る。

③ 豊 か な創 造 性 が もた らす もの

楽 曲 の理 解 の上 に イ メ ー ジをふ く らませ 、 感 覚 的 な理 解 を結 びっ け る こ とで 、 創 造 性

が は ぐ くま れ て い く。 ま た、 表 現 の工 夫 は、 能 力 や考 え 方 を振 り返 り見 つ め なお す 機 会

と もな る。 自己認 識 は、 ひ い て は他 者 へ の関 心 や理 解 へ とっ なが って い く。 生 徒 一 人 一

人 が豊 か な創 造 性 を 身 に付 け る こ とは、 豊 か な人 間 性 の育 成 や個性 の伸 長 に もつ なが る。
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2調 査研 究

〈対 象 人 数>9校808名(第1学 年324名 、 第2学 年254名 、 第3学 年230名)

〈実 施 時期 〉 平 成!2年7月

「心 に響 く音 楽 活 動 を通 して 、 お 互 いを認 め合 い、 豊 か な創 造性 を は ぐ くむ指 導 の工夫」

とい う主 題 で 研 究 を 進 め る にあ た り、 「認 め合 う場 面 」 「心 に響 く音 楽 活 動 」 「音 楽 活 動 の

中 で大 切 に して い る こ と」 につ い て 、生 徒 の実 態 を把 握 す る た め、 ア ンケー トを実施 した。

「認 め合 う場 面 」 … 生 徒 自身 が人 に認 め られ て い る と感 じて い るか ど うか、 友達 を

認 め て い るか ど うか、 ま た、 それ は どの よ う な場面 な の か。

「心 に響 く音 楽 活 動」

… 音 楽 の授 業 の 中 で、 生 徒 が どの よ うな場 面 で感動 して いるのか。

「音 楽 活 動 の 中 で 大 切 に して い る こ と」

… 生 徒 が音 楽 を表 現 す る上 で 大 切 だ と思 って い る こ とは何 か
。

Q1音 楽の授業 や音楽活動 にお いて、人 に認め られて うれ しか った ことはあ ります か。

第1学 年 第2学 年 第3学 年

・あ る と答 え た 人 に質 問 しま す
。 そ れ は ど の よ う な場 面 です か 。(複 数 回答)

Aや る気 を ほめ られ た。A

Bい い 声 だ とほ め られ た。B

C歌 が う まい とい わ れ た。C

D楽 器 の演 奏 が うま い と い わ れ た。D

E指 揮者 やパ ー トリー ダーをや って認 め られ た。E

Fテ ス トの結 果 を ほ め られ た。F

G音 楽の知識 をたくさん もって いるとほめ られ た。G

第1学 年

霧職
%%拗33

%物 笏27
1

%//////%//////////髪35

霧9

13

蓼4

A

B

C

D

E

F

G

第2学 年

A

B

C

D

E

F

G

第3学 年

01020304050%01020304050%01020304050%
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Q2音 楽 の授業 や音楽活動 において、友達の良 ざを感 じた ことはあ りますか。

第1学 年 第2学 年 第3学 年

・あ る と答 え た 人 に質 問 しま す。 そ れ は ど の よ う な場 面 で す か 。

第1学 年 第2学 年

Aや る気 が あ る と思 った 。A

Bい い声 だ と思 った。B

C歌 が う ま い と思 った 。C

D楽 器 の 演 奏 が う まい と思 った 。D

E指 揮者やパートリーダーをよ くや っていると思 った。E

F音 楽 の知 識 を た くさん も って い る と思 っ た。F

A

B

C

D

E

F

A

B

4C

D

E

F

(複 数 回 答)

第3学 年

010203040506070%010203040506070%010203040506070%

〈 考 察>

Q1の 結 果 か ら、 人 に認 め られ て い る と感 じて い る生 徒 が思 った 以 上 に少 な い とい う印

象 を受 け た。 教 師 が生 徒 を認 め る発 言 を 多 くす る こ とが 大 切 だ と考 え る。

また、Q1の 自分 が認 め られ て い る と感 じて い る生 徒 に比 べ 、Q2の 友達 を 認 め て い る

生徒 の方 が多 くい る とい う結 果 か ら、 生 徒 同 士 が 相 互 評 価 す る場 面 をっ くって い く必 要 が

あ る と考 え る。 そ の 際、 生 徒 同士 が 良 い人 間 関 係 を もち、 認 め合 え る雰 囲 気 を 学 校 全 体 で

つ くる こ とが必 要 だ と考 え る。

唄[:げ 、 ・[

響幽一 鯛… ・
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「心 に響 く音楽活動」 につ いて

Q1音 楽 の授 業 を通 して 、 感 動 した こ と はあ りま す か。

第1学 年

第2学 年

第3学 年

圏 ある

[コ ない

020406080100%

・あ る と答 え た 人 に 質 問 し ま す 。 ど の よ う な こ と に 感 動 しま し た か 。

A気 持ちを一っにして歌えたときA

Bい い音楽に出会 ったときB

Cで きなかったことができるようになったときC

D友 人のすばらしい演奏を聴いたときD

E人 前で演奏したときE

F楽 譜が読めるようになったときF

Gそ の他G

第1学 年

蕊 39

50

lI

灘
1 i

㎜28

%

霧5

霧5

ii
13

/zo

A

B

C

D

E

F

G

第2学 年
「1

灘'灘 51
「 1

%// 蝋 多55
1 i

r39
i

X16

獲

錫8

霧・i

9

A

B

C

D

E

F

G

i
5

1

5

第3学 年

-
55

響
7笏蒔 ー25

I

I%

総%
痂 1
14髪

%

彫
弥
勢

%0102030405060%0102030405060%0102030405060%

〈 考 察 〉

「感動 した こ とが あ る」 の割 合 が 、 学 年 が 上 が る に した が って増 え て い る。 授 業 や行 事

を 経 験 して い く中 で、 音 楽 の良 さ を感 じ、 理 解 で き る よ う にな って きて い るか らで は な い

か と考 え る。 そ こで、 第1学 年 の段 階 か ら、 心 に響 く音 楽活 動 を通 して感 動 体 験 を させ る

こ とが 大切 だ と考 え る。

感 動 体験 の 内容 と して は、 「気 持 ち を一 っ に して歌 え た」 「い い音 楽 に 出会 っ た 」 「で き

な か った こ とが で きた」 な ど、 達 成 感 や 満 足 感 につ いて の 感動 とい う回答 が多 か った。 共

に表 現 す る喜 び を感 じ取 れ る よ うな授 業 で の雰 囲 気 づ くりを心 が け、 基 礎 ・基 本 を重 視 し

て い きた い と考 え る。

Q2音 楽の授業 で学習 したいと思 って いることは何ですか。(複 数 回答)

Aい ろいろな歌を歌いたい。

Bい ろいろな曲を聴きたい。

Cい ろいろな楽器をやりたい。

Dい ろいろな曲を演奏 したい。

E楽 譜を読めるようになりたい。

F曲 を作 りたい。

G音 楽についていろいろ知 りたい。

Hそ の他

A

B

C

D

E

F

G

H

第1学 年

伽 物 易7
iii 1
%%%
i

撚 髪27
1

142

%%%
i
j36

j/isIl
物15

参
多4

A

B

C

D

E

F

G

H

第2学 年

髪i懸 砺51
i

髪…蝉 髪47

%%%
i

i

4

%%/ 31

髪i易7
【

髪 髪17

髪9

舅4

A

B

C

D

E

F

G

H

第3学 年

010203040506070°/aO10203040506070%010203040506070%
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〈 考 察 〉

全 学 年 を通 じて 、 「い ろい ろな 歌 を歌 い た い」 「い ろ い ろ な曲 を聴 き た い」 と い う回 答 が

多 か った。 多 様 な音 楽 に興 味 ・関 心 を もつ ことや 主 体 的 に音 楽 活動 を しよ うとす る姿 勢 を、

授 業 の 中 で大 切 に して い きた い と考 え る。 ま た、 音 楽 にっ い て の知 識 や 読 譜 、 創 作 につ い

て は意 欲 を も って い る生 徒 が少 な い が、 生 徒 が主 体 的 に音 楽 に取 り組 む た め に は、 大 変 重

要 な もの で あ る とい え る。 表 現 や鑑 賞 の活 動 を通 して、 音 楽 にっ い て の知 識 の理 解 を図 る

こ とや、 読 譜 指 導 、 創 作 活 動 の必 要 性 を感 じる。

「音 楽 活 動 の 中 で大 切 に して い る こ と」 に つ い て

Q1音 楽 の 授 業 の 中 で 歌 った り、 楽 器 を演 奏 した りす る と き に、 大切 だ と思 う こ とは どん

な こ とで す か。

A音 楽 活動 に取 り組む態度

〈や る気、真剣 さ、
一生懸命 な気持 ち>

B気 持 ちを一っ に して、

音楽 をっ くりあげること

〈心 を合 わせ る、認 め合 う>

C音 楽 の内容 や曲想 を感 じ取 り、

表現 を工夫す る こと

〈その音楽 のイメー ジを大切 にす る>

D音 色、 リズム、 ハーモニーなどを

感 じ取 り、表現 を工夫す る こと

〈リズムにの る、音 を合 わせる>

E伝 えよ うとする気持 ち

〈人 に安 らぎを与えようとする気持 ち〉

A

B

C

D

E

0 10 20 30 40 50

口 第1学 年

霧 第2学 年

國 第3学 年

60%

〈 考 察 〉

この 設 問 で は、 自由 記 述 の 形 式 を と った た め 、 回 答 の 内 容 を5っ の項 目 に 分 類 した 。

「音 楽 活 動 に取 り組 む態 度 」 の項 目は、 他 の項 目に比 べ、 い ず れ の学 年 で も大 切 だ と 考 え

る生 徒 が 多 く、 特 に第3学 年 で は、 授 業 や 行 事 な どで の音 楽 活 動 か ら得 た経 験 か ら、 達 成

感 を得 る経 験 を多 く して い る ので は な いか と考 え る。 しか し、 音 楽 的 な能 力 に対 す る回 答

が 少 な い こ とか ら、 さ らに音 楽 的 な能 力 を 向上 さ せ る指 導 を行 って い きた い と考 え る。
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3授 業研究

【指導事例1】 題材 名 「カ ノ ンの旋 律 を創 作 しよ う」 (第1学 年)

1題 材 設 定 の 理 由

創 作 活 動 を行 うこ と は、 個性 を伸 ば し創 造 性 を豊 か にす る と と もに、 音 楽 に積 極 的 に か か

わ る意 欲 や 態 度 を育 て る こ とが で き る。 「創 作 は難 しい」 と思 わ れ が ち だ が、 「パ ッヘ ルベ ル

の カ ノ ン」 の一 定 の コ ー ド進 行(C-G-Am-Em-F-C-F-G)に のせ た メ ロデ ィ

の部 分 的 な創 作 は、 旋 律 創 作 に慣 れ て いな い生 徒 で も比 較 的容 易 に取 り組 む こ とが で き る と

考 え る。 ま た、 旋 律 作 りを通 して 、 アル トリコー ダ ーの美 しい音 色 とハ ー モ ニ ー を工 夫 す る

表 現 活 動 の楽 しさ も味 わ う ことが で き る と考 え た 。

生 徒 が、 グ ル ー プ で協 力 しなが ら学 習 し、 音 楽 の 楽 しさを感 じ取 り、 主 体 的 に ア ンサ ンブ

ル や 合奏 を行 う こ とを ね らい と して 、 本 題 材 を 設 定 した。

2研 究主 題 と の 関連

(1)互 い に認 め合 い、 共 に音 楽 をつ く りあ げ る喜 び を味 わ わ せ る。(情 意)

合 奏 の 中 で部 分 的 に即 興 的 な表 現 を取 り入 れ る こ と に よ り、 創 造 や 表現 の お も しろ さ を

味 わ わ せ る。 また、 グル ー プ活 動 を通 して 、 旋 律 を聴 き合 いな が ら、互 い に認 め合 う雰 囲

気 づ くりが で き るよ うに す る。

② 豊 か な 響 きを感 じ取 り、 表 現 させ る。(感 性)

旋 律 を 重 ね 合 わ せ た と き に生 ま れ る ハ ー モ ニ ー、 和 音 の響 き合 い を感 じ取 り、 表現 の 工

夫 をす る。

(3>達 成 感 を もたせ る。(能 力)

一 定 の コ ー ド進 行 の 中 で 、和 音 の 中 の音 を選 ん で、 ま とま りの あ る短 い旋 律 を作 る こ と

が で きる よ うにす る。

りよ」ンノカのルベルヘツくノ
「

↑}三
　

①

②

③

③

⑤

⑤
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3指 導 目標

(1)カ ノ ンの イ メー ジを も とに一 定 の コー ド進 行 に のせ た旋 律 を創 作 し、 表 現 の工 夫 を させ

る。

(2)自 分 の パ ー トに責 任 を もち、 グル ー プ で協 力 して演 奏 で き る よ うにす る。

(3)互 い を認 め高 め合 え る雰 囲気 を っ く り、 と もに表 現 す る喜 び を味 わ わ せ る。

4指 導 計 画(6時 間)

第1次(2時 間)

① 「パ ッヘ ル ベ ル の カ ノ ン」 を鑑 賞 し、 楽 曲 の特 徴 を感 じ取 らせ る。

② 運 指 に気 を付 けな が ら 「カ ノ ン」 の リコー ダー練 習 を さ せ る。

第2次(2時 間)

① ハ 長 調 の音 階 の上 にで き る和 音 と コー ドネ ー ム を理 解 さ せ る。

② リズ ムパ ター ンを参 考 に して、 リコー ダー で コー ド進 行 に の せ て旋 律 を作 らせ る。

③ 各 グル ープ で、 互 い の旋 律 を聴 き合 い、 演 奏 させ る。

第3次(2時 間)

① 各 グル ープ で個 人 の作 品 を8小 節(2声)の 旋 律 に組 み合 わ せ る。

② パ ー トを決 め て 練 習 し、 表 現 の工 夫 を させ る。

③ グル ー プ発 表 を 通 して互 い の良 さを認 め、 表現 の お も しろ さに気 付 か せ る。

5評 価 計 画

第1次

① 「パ ッヘ ル ベ ル の カ ノ ン」 の イ メ ー ジを っ か む こ とが で き る。

② アル トリコー ダー で、 各 旋 律 を正 しい奏 法 、 また一 定 の テ ン ポで演 奏 す る こ とが で き

る。

第2次

① カ ノ ンを 支 え る和 音 を理 解 す る こ とが で き る。

② 決 め られ た コ ー ド進 行 にあ った旋 律 作 りが で き る。

③ グル ー プで協 力 し、 演 奏 す る こ とが で き る。

第3次

① 個 人 で 作 った旋 律 を組 み合 わ せ、8小 節 の 旋律 作 りが で き る。

② 和 音 の響 き合 い を 感 じ、 表現 の工 夫 を す る こ とが で き る。

③ グル ー プの 発表 を 通 して、 互 い を認 め合 い な が ら、 音 楽 表 現 の お も しろ さを感 じ取 る

こ とが で き る。

6学 習 指 導 の 展 開(第3次 第2時 の 展 開)

指 導 内容 学 習 活 動 評 価 の 展 開 指導上の留意点

○発声練習 ○校歌 と既習曲の合 唱

をす る。

◆ 元気 よ く歌 えて いたか。 ○表情 のかた い生 徒 に

は表情をやわ らげ る

言葉 が けをす る。
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0本 時の ね ら

いの確認

○旋律の創作

○ グル ー プ の

発 表

0各 自、 学 習 目標 を 確

認 す る。

○ グル ー プ に分 か れ て

創 作 した旋 律 を8小

節(2声)の 作 品 に

仕 上 げ る。

○ パ ー トを決 め て練 習

し、 合 わせ る。

◆ 旋 律 の創 作 方 法 にっ い

て 理 解 して いた か 。

◆ 一 人 一 人 が 意 欲 を も っ

て 創 作 活 動 を 行 って い

たか 。

◆ 互 いの 良 さを認 め 合 い

なが ら活 動 して いたか。

◆ 音 を 正 し く重 ね 合 わ せ

る こ とが で きた か。

◆ リー ダ ーの 合 図 で 録 音

テ ープ の 伴 奏 に合 わ せ

て 演 奏 す る こ とが で き

たか 。

○ コー ド進 行 を確 認 さ

せ る。

○決 め られ た コー ド進

行 に よ り創 作 が で き

て い るか。

○創作の活動中録音テー

プ で和 音 パ ター ンを

聴 か せ る。

1
旨■ グル ー プ で協 力 して 、 意 欲 的 に学 習 活動 を行 って い るか観 察 す る。
旨

i■ 旋 律 の ま と ま りや 、 重 な り合 いを工 夫 して創 作 で きて い るか を観

1察 す る。
[、 一

○ 各 グル ー プの 発 表 を

聴 く。

○ 気 付 い た点 や感 想 な

ど を話 し合 う。

◆ 他 の グル ー プ の発 表 を

聴 き合 い、 良 い点 や 工

夫 した点 に気 付 く こ と

が で きた か。

○ 自信 を も って発 表 で

きる よ う助 言 す る。
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○ ま とめ

r

■ ハ ー モ ニ ー の美 し さ、 旋 律 の ま とま りは ど うか 、 発 表 の内 容 を 評

価 す る。

■ 他 の グル ー プ の良 い点 な どを認 め合 う雰 囲 気 で 活 動 で きて い るか

観 察 す る。
J

…
　A

紐

品作徒生

G

○ 各 グ ル ー プで 作 った

旋 律 を入 れ て 合 わ せ

合 奏 す る。

(「遠 い 日 の 歌 」 の

合 唱 と組 み合 わ せ て

み る。)

◆ 自分 が創 作 した旋 律 を

み ん な と一 緒 に 演 奏 す

る こ と に よ り、 満 足 感

や 達 成 感 を 味 わ っ て い

たか 。

○達成 した喜 びを味 わ

え るよ うな雰 囲 気 を

つ くる。

7指 導 の評 価 と考 察

本 題 材 で は、 創作 活動 を 身近 な もの とす るた め、 「パ ッヘ ル ベ ルの カ ノ ン」 の 一 定 の コ ー

ド進 行 に のせ た メ ロデ ィの 創 作 を 行 った。 コー ドの 中 の音 を選 ん で旋 律 を創 作 す る活 動 に つ

いて は、 二 分 音 符 、 四 分 音 符 、 八 分 音符 の リズ ムパ ター ンを示 す な どの工 夫 に よ り、1年 生

で も比 較 的 容 易 に取 り組 む こ とが で きた。

グ ル ー プ学 習 で は、 リー ダ ー に な っ た生 徒 が 、 リコ ー ダ ーや 音 楽 の苦 手 な 生 徒 を助 け、 教

え合 う場 面 が あ った り、 旋 律 を組 み 合 わ せ る場 面 で はお 互 い意 見 を 出 し合 い なが ら作 って い

く様 子 が 見 られ、 互 い に認 め合 い なが ら、 音 楽 を っ く りあ げ る楽 しさを 味わ うこ とが で きた。

評 価 に 関 して は、 和 音 の伴 奏 テ ー プ に合 わせ なが ら、 音 の重 な り合 い の響 き を聴 いて 旋 律

の工 夫 を して い る様 子 が見 られ、 豊 か な創 造 性 を評 価 す る こ とが で きた。

各 グル ー プ の発 表 に お い て は、 生 徒 の発 表 後 の発 言 や感 想 文 の 内容 か ら、互 いを認 め合 い、

音 楽 表現 の お も しろ さを感 じ取 って い る こ とが評 価 で きた。
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【指 導 事 例II】 題 材 名 「フー ガ の楽 しさを 感 じ取 ろ う」 (第2学 年)

1題 材 設 定 の理 由

本 題 材 は、 生 徒 が 日頃 よ く聴 い て い る主 旋 律 に伴 奏 が付 く和 声 音 楽 とは異 な り、 同 じ旋 律

が調 や 声部 を か え何 度 も繰 り返 され る フ ー ガ形 式 で構 成 され、 多 声 音 楽 の代 表 で あ る。

鑑 賞 で取 り上 げ た 「小 フー ガ ト短 調 」 の 旋 律 を 自分 た ち で演 奏 す る こ とに よ って 、 フ ー ガ

の仕 組 み や表 現 の豊 か さ を感 じ取 り、 多 声 音 楽 の 新鮮 さや 楽 し さを味 わ って ほ しい と考 えた。

また 器楽 合 奏 の特 徴 は、 音 色 や 音 量 や 奏 法 が 異 な る様 々 な楽 器 を演 奏 す る こ と に よ って 、

一 っ の音 楽 をっ く りあ げ る こと に あ る
。 生 徒 が 互 い に認 め 合 い教 え合 う こ とに よ って 、 一 人

一 人 の技 能 を高 め る と と もに協 力 して 成 し遂 げ る体験 を す る こ とが で きる と考 え
、 本 題 材 を

設 定 した。

2研 究 主題 と の関 連

(1)互 い に認 め合 い、 共 に音 楽 を っ く りあ げ る喜 びを 味 わ わ せ る。(情 意)

二 人 組 、 楽 器 別 、 パ ー ト別 な ど の グル ープ 練 習 を す る こ とに よ り、 互 い に聴 き合 い、 教

え合 う雰 囲 気 をつ くる。 発 表 で は、 それ ぞ れ の 表現 の良 さ を認 め、高 め合 う場 面 をっ くる。

② 豊 か な響 きを感 じ取 り、 表 現 させ る。(感 性)

パ イ プ オ ル ガ ンは華 や か で か っ 荘 厳 な響 きが す る。 そ の豊 か な響 き を 感 じ取 った 上 で 、

一 人 一 人 が 楽 器 の音 色 や 奏 法 を 考 え 、壮 大 な響 き にふ さわ しい表 現 を工 夫 させ る。

(3)達 成 感 を もたせ る。(能 力)

リズ ム を簡 略 化 す る な ど、 グ ル ー プの技 能 に応 じた編 曲 を工 夫 し、 生 徒 一 人 一 人 が 自信

を も って フー ガ の主 題 を演 奏 で き る よ う にす る。 合 奏 を通 して、 声 部 の 役 割 を理 解 さ せ 、

フー ガ の仕 組 み や 表 現 の 豊 か さ を感 じ取 る場 面 を っ くる。

3指 導 目標

(1)フ ー ガ の主 題 を様 々 な楽 器 で 演 奏 させ、 響 きの違 い を感 じ取 らせ る。

(2)互 い に聴 き合 い、 教 え 合 いな が ら、 音 楽 を っ くって い く楽 しさ を味 わ わせ る。

(3)フ ー ガ の特 徴 を 理 解 させ、 楽 曲 にふ さわ しい 表現 を工 夫 させ る。

4指 導 計 画(6時 間)

第1次(1時 間)

① 「小 フ ー ガ ト短 調」 を鑑 賞 し、 パ イ プ オ ル ガ ンの音 色 や響 きを感 じ取 らせ る。

② フ ー ガの 仕 組 み を 理解 し、 多声 音 楽 の響 きを 味 わ わ せ る。

第2次(4時 間)

① ア ル トリコ ー ダ ーで フー ガ の主 題 を演 奏 させ る。

② パ ー ト別 に分 か れ て演 奏 させ、 そ れ ぞ れ の声 部 の役 割 に気 付 か せ る。

③ 楽 器 別 に二 人 組 で教 え合 い、 様 々 な組 み合 わ せ で合 奏 させ 、 表 現 を工 夫 させ る。

第3次(1時 間)

① パ ー ト別、 楽 器別 で合 奏 させ、 そ れ ぞ れ の良 さを感 じ取 らせ る。

② グル ープ別 に 発 表 し、 相 互 評 価 させ る。
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5評 価計 画

第1次

① パ イ プ ォ ル ガ ンの響 きの美 しさ を感 じ取 る ことが で きる。

② 主 題 が 様 々 な声 部 に あ らわ れ る様 子 を聴 き取 る こ とが で き る。

第2次

① 主 題 を 正 しい奏 法 で ま た一 定 の テ ンポ で演 奏 で き る。

② 主 体 的 に パ ー ト練 習 に取 り組 む こ とが で きる。

③ 声部 の 役割 を理 解 し、 表 現 の工 夫 をす る ことが で きる。

第3次

① パ ー トの役 割 を理 解 し、 曲想 や音 色 な ど の表 現 の工 夫 をす る こ とが で き る。

② 各 グル ー プ の発 表 に っ い て、 互 い を認 め高 め合 う こ とが で き る。

6学 習指 導 の展 開(第3次 第1時 の展 開)

指 導 内 容 学 習 活 動 評 価 の 展 開 指導上の留意点

○教材の鑑賞 ○ パ イプ オ ル ガ ン の原 ◆ オルガ ンの豊 かな響 き ○音色や主題 の受 け渡

曲 を鑑 賞 す る。 を感 じ取 れ た か。 しに注 目 させ る。

○ グル ー プ 練 〇二人組 で練 習す る。 ◆意欲 的に取 り組 んで い ○並 び方を工夫 させ る。

習 ○ テ ンポや音 色を確認 た か 。 0テ ンポ を指 示 す る。

しな が らパ ー トで 練 ◆ 曲 に あ った テ ンポ や 音 ○ 曲にふ さわ しい音 色

習 す る。 色 で演 奏 して い た か。 を考 え させ る。

し ヂ奉一噸 魂 噸 噛 ∵

斜 璽 噂細 … 一

薪.隆 璽1脚 』
い 蹄 ～ ノ濯〆 蹴 陰 §、
1鞠.=、

○代表 の演奏 ○指名 した数人で演 奏 ◆主題の受 け渡 しが うま ○主題 の最 初を は っき

す る 。 くで き た か 。 り演 奏 させ る。

r

旨■楽器の音色を工夫し、パートの役割を理解しているかを観察する。i[」
○ グル ー プ の 02っ の グ ル ー プ に 分 ◆表現の工 夫を して い た ○表現の工 夫の要点 を

発表 け合奏 を発表す る。 か 。 板 書 して お く。

◆積極的 に取 り組ん で い ○ 聴 くグル ー プが 隣 の

た か 。 演 奏 グル ー プ に教 え
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○ ま とめ

○板 書 した要点 を確認

しなが ら感想 を言 い

合 う。

◆ グ ル ー プ の良 さを 発 見

し、 互 い を認 め合 え た

か 。

澱

隷

継
.輔

㌦
嘱

議

毬
.
芹

評

曝

翻

ひ
惑

.

鴫

義

版

唱

浅

ノ

溶
、庵

姦
寒

や

こ

蝋

,
ド

♪

湘ll
肖i

漣'彦

購遜F

て あ げ られ る雰 囲 気

を っ くる。

0感 想 を 言 いや す い よ

う に助言 す る。

■表現 の工夫がで き、共に楽 しく演奏 してい るかを観察 する。

■互 いの良 さを認め、高め合え る雰囲気 で活動 しているかを観察する。

○ 全 員 で合 奏 を して 、

録 音 す る。

○ 録 音 を聴 きな が ら、

「合 奏 の記 録 」 を 書

き、 感想 を言 う。

◆ 表 現 の工 夫 が で き、 共

に っ くりあ げ た喜 び を

味 わ う ことが で きたか。

Q共 に つ く りあ げ た合

奏 で あ る こ とを 意 識

させ る。

○ 一 人 一 人 の成 果 を ほ

め る。

7指 導 と評 価 の 考 察

本 題 材 にお い て は、 第1次 で原 曲 を鑑 賞 して フー ガ に興 味 を もたせ る よ うに し、 第2次 で

全 員 が フー ガの 主題 を演 奏 で き るよ うに した。 そ の際 、 グ ル ー プの 技 能 に応 じた 編 曲 や 奏 法

の 工 夫 は効 果 的 で あ った。 ま た、 第3次 で グ ル ー プ別 発 表 や 全 員 合 奏 を 通 して 、 多 声 音 楽 の

良 さや 一 つ の音 楽 を っ くりあ げ る楽 しさ を味 わわ せ る こ と を大 切 に した。

合 奏 に お い て は、 生 徒 一 人 一 人 が希 望 に よ り楽 器 を選 択 した ため 、 主 体 的 、 意 欲 的 に取 り

組 む こ とが で きた。

二 人組 や少 人 数 に よ る学 習 形 態 を多 く取 り入 れ る こ と に よ り、 読 譜 力 や 一 人 一 人 の演 奏 技

能 を高 め る こ とが で きた。 ま た、 教 え 合 いや 助 け合 いな ど、 そ れ ぞ れ の良 さを 認 め 合 う活動

に っ なが った。

評 価 に関 して は、 生 徒 一 人 一 人 が 主 体 的 に活 動 して い く ため に、 そ れ ぞ れ 自分 の課 題 や 目

標 を は っ き りと認 識 させ 、 一 つ 一 っ 達成 して い く過 程 を 観察 し、評 価 す る ことが大 切 で あ る。

フー ガ の楽 しさ を感 じ取 ったか にっ いて は、 意 見 発 表 や 合奏 の記 録 カ ー ドな どに よ り評 価 し

た。
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【指 導 事 例 皿】 題 材 名 「自分 たちの合 唱"ソ ー ラン節"を っ くって表現 しよ う」(第3学 年)

1題 材 設 定 の 理 由

合 唱 活 動 で 、 よ り主 体 的 な学 習 活 動 を行 って い くため に、 教 材 に創造 的 な部 分 を加 え 、 仲

間 と創 造 す る喜 びや 表 現 す る喜 び を実 感 させ た い と考 え た。

生 徒 が意 欲 的 に取 り組 み、 親 しみ の もて る曲 と して 、 ま た、 音 楽 を もっと多 面 的 に と らえ、

背 景 とな って い る風 土 や文 化 ・歴 史 も含 めて 理 解 し、 発 展 させ て い くこ とが で き る よ う、 郷

土 の民 謡 を取 り上 げ た。 今 後 、 さ らに 『私 た ち の文 化 」 をっ く りあ げ る活 動 へ と発 展 させ て

い く こ とを ね らい と して い る。

2研 究 主 題 との関 連

(1)互 い に認 め合 い、 共 に音 楽 を っ く りあ げ る喜 び を味 わ わ せ る。(情 意)

ソー ラ ン節 の創 造 的 な活 動 を通 して、 互 い に認 あ合 い な が ら、 共 に 音楽 を つ く りあ げ る

喜 び を 味 わ わ せ る。 特 に、 合 唱 活 動 は、 共 に音 楽 を味 わ う活 動 な の で、 認 め合 え る雰 囲気

づ くり と場 面 づ く りを大 切 に す る。

② 豊 か な響 きを感 じ取 り、 表 現 させ る。(感 性)

ハ ー モニ ー の豊 か さを感 じ取 った り、 旋 律 の美 しさを感 じ取 った りす る こ との で き る能

力 を 育 て る。 アカ ペ ラの合 唱 と、 そ れ に伴 う創造 的 な表 現 活動 を通 して、 自 ら音 楽 を感 じ、

表 現 しよ う とす る態度 を育 て る。

(3)達 成 感 を もた せ る。(能 力)

創 造 的 な 表 現活 動 を 通 して、 自分 な りの イ メ ー ジを 表 現 で き る技能 を身 に付 け る。 また、

ア カペ ラ は和 音 の 響 きを 味 わ うの に最 適 で あ り、 歌 い上 げた 時 の 喜 びや 、 達 成 感 を もっ こ

と にっ なが る と考 え る。

3指 導 目標

(1)郷 土 の民 謡 で あ る"ソ ー ラ ン節"の 特 徴 や 魅 力 を感 じ取 らせ る。

② 調 べ 学 習 や 合 唱 活 動 を通 して 、 創 造 的 に音 楽 を表 現 す る た め の工 夫 を させ る。

(3)互 い に認 め合 い、 高 め合 え る雰 囲 気 をっ く り、 仲 間 と共 に創 造 や表 現 す る喜 び を味 わ わ

せ る。
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4指 導 計 画(7時 間)

第1次(2時 間)

① 世 界 の諸 民 族 の音 楽 につ いて の 調 べ学 習 や鑑 賞 を通 して、 表 現 の多 彩 さ や豊 か さを 味

わ わせ る。

② 郷 土 の音 楽 につ いて 調 べ 、 鑑 賞 す る こ と に よ り、興 味 や 関心 を もたせ る。

③ 民 謡 の メ リス マ 的 な表 現 や和 太 鼓 の拍 節 的 な リズ ムの表 現 な ど、 ソー ラ ン節 にか か わ

る様 々 な音 楽 を鑑 賞 し、 表 現 の お も しろ さ に気 付 か せ る。

第2次(3時 間)

① 音程 や リズ ム に気 を付 けて、 パ ー ト練 習 を させ る。

② 分 唱(女 声 ・男声 ・内声 ・外 声 な ど)す る こと に よ って 、 他 のパ ー トとの か か わ りを

感 じ取 らせ る。

③ 歌 詞 の 内 容 を理 解 させ 、 発音 や発 声 に気 を付 け な が ら混 声 四 部 合 唱 を させ る。

第3次(2時 間)

① 決 め られ た音 階 に よ る旋 律 の 創作 法 を学 び、 理 解 させ る。

② 創 造 的 な部 分 《aソ ロ ア ドリブ(即 興性)、b打 楽 器 の使 用(締 太 鼓 、 和 太 鼓)》 に

っ い て グル ー プ学 習 し、 イ メ ー ジを ふ く らませ創 造 させ る。

③ グル ー プ ご とに発 表 し、 互 い に認 め 合 い、 よ り良 い表現 を創 造 す るた め、 表 現 の工 夫

を させ る。

5評 価計 画

第1次

① 表 現 の 多 様性 を知 る こ とが で きる。

② 日本 の 音 楽 の 特徴 を感 じ取 り、 親 しみ を も(生 徒 の作 品例)

っ ことが で き る。

③ ソー ラ ン節 にか か わ る様 々 な音楽 を鑑賞 し、

表 現 のお も しろ さ に気付 くこ とが で き る。

第2次

① パ ー トごと に音 程 や リズ ム に気 を付 けな が

ら、 歌 詞 唱 が で きる。

② 他 のパ ー トを聴 き合 いなが ら分 唱が で き る。

③ 混 声 四部 合 唱 の豊 か な響 き を味 わ いな が ら

合 唱 が で き る。

第3次

① 指定 され た音 を使 って、 短 い旋 律 が 創 作 で

き る。

② 意 欲 的 に グル ープ学 習 に取 り組 み、 イ メ ー

ジをふ く らませ て 創造 す る こ とが で き る。

③ 互 いの 演 奏 を 認 め 合 い、 曲 にふ さわ しい表

現 を工 夫 し、 創 造 す る こ とが で き る。

n

"

羅

朋

η

"

∴

煽
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6学 習指導の展開(第3次 第2時 の展開)

指 導 内 容

○発声練習

○合 唱

○ グ ル ー プ学

習

学 習 活 動

○ ウ ォ ー ミング ア ッ プ

をす る。

○既 習 曲 の合 唱 をす る。

○ 「ソ ー ラ ン節 」 を 合

唱 す る。

評 価 の 展 開

◆意欲的に行えたか。

◆前時 までの学習を生 か

して歌え たか。

◆混声四部合唱の響 きを

味わえたか。

指導上の留意点

◇ 雰 囲気 づ くりを 心 が

け る。

◇音 の不安定 な所 は ピ

ァノで音を取 る。

r

…■意欲的 にのびの びと豊か な発声がで きて いるか観察す る。
[

鯛 』 幽幽 一 ■一 圃載

乱
i』 歯・

一
02っ の グ ル ー プ に分

か れ、 互 い に話 し合

い なが ら独 自 の 表 現

を工 夫 し、練 習 す る。

*A・Bそ れ ぞ れ の グ

ル ー プが 、 旋 律 創 作

と リズ ム創 作 に 分 か

れ る。

○ 模 造 紙(拡 大 楽 譜)

に記 す 。

く

騨

擁認『『.

ぎ甑

受軸

ミ馴の

謝
∵
甲

/

　 レ

ー.

◆ 一 人 一 人 が積 極 的 に意

見 を述 べ 、 創 造 す る こ

とが で き た か。

◆ 互 い の良 さ を認 め 合 い

なが ら、 っ くる喜 び を

感 じ取 る こ とが で き た

か。

J

◇ 創 作 の時 間 、 打 ち合

わせ の時 間 、 練 習 の

時 間 を、 うま く配 分

で きる よ う指示 す る。

◇ お互 い に認 め合 え る

よ う助 言 す る。

◇ 各 グル ー プ が活 動 し

や す い よ うな学 習 形

態 を考 え て お く。

ζ
」

…
紬

へ

つ

8
諺

謹

隔
ひ

懇

熱
↑

づ

藤

繍

懲
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○ グル ー プ発

表

0ま とめ

」 」

■ 互 い に認 め合 え る雰 囲 気 で 活動 を して い るか、 そ の様 子 を

観 察 す る。

■ 曲 にふ さわ しい創 作 、 表 現 が で きて い るか を観 察 す る。
L

○ グ ル ー プ ごと に 発 表

し、 鑑 賞 し合 う。

0鑑 賞 の記 録 を記 入 す

る。

○工 夫 され て い た 点 に

っ い て互 い に意 見 交

換 す る。

0全 体で合唱す る。

◆ 自信 を もって意 欲 的 に

表 現 で きて いた か。

◆ 良 い点 を 認 め 合 う こ と

が で きて い たか。

劇
塵

◆ グル ー プ 活動 が生 か さ

れ 、 生 き生 き と表 現 で

きて いた か。

◇ 評 価 の ポ イ ン トを 明

示 す る。

◇ 旋 律 創 作 、 リズ ム創

作、 合 唱 の三 っ の観

点 か ら評 価 させ る。

◇ 本 時 の成 果 を認 め る

と と もに、 課 題 を 明

らか に す る。

7指 導 と評 価 の考 察

本 題 材 で扱 った合 唱 曲 は、 郷 土 の民 謡 で あ る 「ソ ー ラ ン節 」 を編 曲 した もの で あ る。 合 唱

曲 と して混 声 四部 合 唱 の響 きを味 わ い なが ら、 日本 の 音 楽 の 特徴 的 な部 分 を感 じ取 る こ とが

で き る とい う魅 力 を も って い る。 と もす る と合 唱 の授 業 は、 教 師 主 導 に な りが ち で あ る が 、

創 造 的 な表 現 活 動 を加 え る こ とで 、 よ り生 徒 が 主 体 的 に音 楽 にか か わ る こ とが で き、 心 に響

く音 楽 活動 へ とっ な が った の で は な いか と思 う。 ま た、 民 謡 の メ リスマ 的 な部 分 を 創 作 させ

た り、 和 太 鼓 を取 り入 れ た り した こ とで 、 郷 土 の音 楽 へ の 理 解 を 深 め る こ とが で きた 。

グル ー プ活 動 で は、 リー ダー的 な役 割 を して い る生 徒 が う ま く全 体 を ま と め、 互 い に意 見

を 出 しや す い雰 囲気 で、 助 け合 い な が ら活 動 す る こ とが で き た。 普 段 、 合 唱 活 動 の中 で 、 歌

に対 して 自信 の もて な い よ うな生 徒 が、 生 き生 き と和 太 鼓 で 活 躍 した り、 ま た、 堂 々 と ソ ロ

を歌 って 声 を 披露 す る生 徒 が い た り、 音 楽 を 自 由 に心 か ら楽 しん で い る様 子 が み られ た。

評価 にっ いて は、 グル ー プ活 動 や発 表 の様 子 を観 察 し、 意 欲 的 な取 り組 み にっ い て の評 価

を大 切 に した。 また 、生 徒 が互 い の発 表 を聴 い て、 評 価 カ ー ドに記 入 す る こ とに よ り、 そ れ

ぞれ の 良 い と こ ろを 認 め な が ら学 び合 い、 表 現 の お も しろ さ を感 じ取 る こ とが で きたか を評

価 した 。
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【指 導 事 例IV】 題 材 名 「私 た ち が っ く りあ げ る ゴス ペ ル」 (第2学 年選択音楽)

1題 材 設 定 の理 由

ゴ ス ペ ル は最 近 流 行 の 音楽 ジ ャ ンル で あ り、 幅広 い年 齢 層 に受 け入 れ られ て い る。 その 理

由 は合 唱 で あ りな が らあ る程 度 自由 に 自分 を表 現 で き、 そ れが 心 の開 放 や 充 実 感 に っ なが る

と考 え られ る。 そ こで 、 第2学 年 選択 音 楽 の授 業 に お い て は、 生 徒 を ゴ ス ペ ル に触 れ させ る

こと に よ って 、 必 修 教 科 で 行 って きた 合 唱 表現 を も とに、 さ らに 自分 の思 い や表 現 の喜 び を

感 じさせ た い と考 え た。

本 題 材 で は、 生 徒 が 自 ら進 ん で 音 楽 の学 習 に取 り組 む た め に、 課 題 や課 題 解 決 の た め の方

法 を生 徒 自身 に選 択 させ た り、 創 造 的 な表 現 活動 で生 徒 の 自由 な発 想 を で き るだ け尊 重 した

りす る な ど、 生 徒 自身 に任 せ る範 囲 を 拡 大 して い くよ うに した。

ま た、 グル ー プ相 互 の演 奏 発 表 を通 して 、 生 徒 同士 が 演 奏 を聴 き合 い 、意 見 を発 表 す る こ

とに よ り、 音 楽 的 表 現 能 力 や 鑑 賞 力 を高 め 合 う よ う に発 展 させ た い。

2研 究主 題 と の関 連

(1)互 い に認 め合 い、 共 に音 楽 をっ く りあ げ る喜 びを 味 わ わ せ る。(情 意)

グル ー プ活 動 で、 互 い の意 見 や演 奏 を聴 き合 うこ と に よ り、 共 に表 現 す る仲 間 を 認 め 合

う こ とが で き る。 ま た、 そ れ ぞ れが 目標 を もち、 役 割 を 果 たす こ と に よ り、 共 に 音 楽 を っ

くりあ げ る喜 び を感 じ取 る こ とが で きる。

② 豊 か な響 きを 感 じ取 り、 表 現 させ る。(感 性)

自分 に合 った 曲想 の選 択 や 曲 にふ さ わ しい音 色 、 リズ ム、 ハ ー モ ニ ー を感 じ取 って 表 現

しよ う とす る態 度 を 育 て る。 ま た ス テ ップ を踏 む な ど の振 り付 け を工 夫 した り、 手 拍 子 や

リズ ム楽器 を加 え た りす る こ とに よ り、 音 楽 表 現 の 自 由 な お も しろ さ を体 験 させ る。

(3)達 成 感 を もた せ る。(能 力)

独 唱 ・重 唱 ・合 唱 な どの演 奏 形 態 に っ い て、 自主 的 に決 定 させ た り、 リズ ムや 伴 奏 を グ

ル ー プで 工 夫 させ た りす る こ と によ り、 生 徒 自身 の音 楽 に対 す る思 い を生 か しなが ら、 よ

り良 い表 現 を 目指 し、 表 現 の 能 力 の 向上 を 図 る。

3指 導 目標

(1)グ ル ー プ活 動 を通 して 、 互 い を認 め 合 い高 め合 え る雰 囲気 を っ くらせ、 合 唱 をっ く りあ

げ る喜 び を味 わわ せ る。

② 旋 律 や リズ ム を 自 由 に変 化 させ て 、 新 しい もの を っ くりあ げ るお も しろさを体験 させ る。

(3)楽 曲 の特 質 を感 じ取 らせ 、 そ れ を生 か した合 唱 表 現 を 工 夫 させ る。

4指 導 計 画

第1次(3時 間)

① 「ヘ イ ル ・ホ ー リー ・クイ ー ン」 の英 語 の歌 詞 を読 み、 イ メ ー ジをふ く らませ る。

② 音 程 や リズ ム に気 を付 け て、 混 声 三 部 合 唱 を させ る。

第2次(3時 間)

① グル ー プ に分 か れ て、 役 割 分 担 を させ る。

② 指揮 や伴 奏 ・即 興 的 な ソ ロ部 分 の創 作 リズ ムの工 夫 、 振 り付 けな どをそ れ ぞれが考 え、
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表 現 させ る。

第3次(1時 間)

① 創 造 的 な部 分 につ いて グル ー プ学 習 し、 イ メ ー ジをつ く りあ げ る。

② グ ル ー プ ご とに 発 表 し、 そ れ ぞ れ の楽 曲 の楽 しさ を味 わ い、 互 い を 認 め合 い な が ら表

現 の 工 夫 を させ る。

5評 価 計 画

第1次

① 英 語 の発 音 に気 を っ け、 内容 を理 解 して 合 唱 す る こ とが で き る。

② 正 確 な リズ ム や音 程 で表 現 し、 楽 し く意 欲 的 に合 唱 活動 に取 り組 む こ とが で きる。

第2次

① 楽 曲 に対 す る 自分 の思 い を生 かす ことが で き る。

② 各 グル ー プ で楽 曲 にふ さ わ しい表 現 を工 夫 す る こ とが で き る。

第3次

① 意 欲 的 に グル ー プ学 習 に取 り組 み 、 イ メ ー ジを膨 らま せ て、 自分 た ち の ゴス ペ ル をっ

く りあ げ る こ とが で き る。

② 各 グ ル ー プの 演 奏 を通 して 、 互 いを 認 め 合 いそ れ ぞ れ の楽 曲 の楽 しさを味 わ いなが ら、

表 現 を工 夫 す る ことが で き る。

6学 習 指 導 の 展 開(第3次 第1時 の 展 開)

指 導 内 容 学 習 活 動 評 価 の 展 開 指導上の留意点

○発声練習 ○ ウ オ ー ミ ン グ ア ッ プ ◆意欲 的に行 えたか。 ◇ 楽 し くで き る よ う な

を す る。 雰 囲 気 にす る。

○既習曲の合唱をする。

○合 唱 ○ 「ヘ イ ル ・ホ ー リ ー ・ ◆前時 まで の学習 を生 か

クイ ー ン」 を合 唱 す して楽 しく意欲的 に歌

る 。 え た か 。

■ 楽 曲 に対 す る イ メ ー ジを もって、 の びの び と歌 え て

「

L

い るか を観 察 す る。

○ グル ー プ学 ○ グ ル ー プ にわ か れ 、 ◆一人一人が 自分の思 い ◇認 め励 ますよ うにす

習 意見 を出 し合 いなが を積極 的に発 表 し、 創 る 。

ら表 現 を工 夫 す る。 作活動 に参加 す る こと ◇工夫 した点 を認 め る

・指 揮 の 工 夫 が で きた か。 よ うな助 言 をす る。

・旋 律 の 創 作 ◇発表 の仕方 を確認 す

・ リ ズ ム 創 作 る 。

・振 り付 けの 創 作

○拡大 した楽譜 に記入

す る。
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○ グ ル ー プ 発

表

○ ま とめ

■意見 を聞 き合い、互 いに認 め合 え る雰囲気 で活動 を

して いるかを観察す る。

■曲 にふ さわ しい表現がで きてい るかを観察 す る。
L

Oグ ル ー プ ご と に発 表

し鑑 賞 し合 う。

○ 学 習 カ ー ドに、 他 グ

ル ー プの 工 夫 して い

る点 や よか った点 を

記 入 す る。

○ 工 夫 して い た点 に つ

て い、 意 見 交 換 を す

る。

r

◆互 いを認 め合え る雰 囲

気 で あ った か。

◇互 いを認 め合 え るよ

う助言 す る。

「

■互 いの良 さを認 め合 いなが ら、新 しいものをっ くり

あげる喜 びを感 じ取 ることが で きたか を観 察 す る。

■ それぞれ のグループの演奏を聴 き、旋律や リズムの

変化 を感 じとることがで きたか を観察す る。L」
○全体 で合 唱す る。 ◆ 自分 た ち の ゴス ペ ル を

生 き生 き と表 現 で きて

い たか 。

7指 導 と評 価 の 考 察

本 題材 で は、 わ か りや す く親 しみ や す い ゴス ペ ル と い う題 材 で 、 グ ル ー プ活 動 を 通 して 生

徒 自身 が 自分 に合 った演 奏表 現 を工 夫 す る こ とを 目指 した。 生 徒 は、 一 人 一 人 の意 見 を 尊 重

しな が ら学 習 活動 を展 開 して い くこ とに よ って、 共 に表 現 す る仲 間 を認 あ合 う こ とが で き る

と考 え る。

身 体 表現 や 即興 的 な表 現 を創 造 させ る こ とに よ り、 主 体 的 な学 習 活 動 を進 め よ うと して い

る。 ま た、 そ れ ぞ れ が 目標 や役 割 を果 た し 自分 を表 現 す る こ とに よ り、 生 き生 き と学 習 活 動

に取 り組 む こ とが で き る と考 え る。

評 価 で は、 グル ープ 活 動 で 互 い を認 め合 い、 よ り良 い表 現 を 目指 して行 う、 生 徒 の 自 己評

価 や 相 互 評 価 と、 教 師 が 行 う、 グル ー プ 活動 で の取 り組 み の様 子 や表 現 の工 夫 の観 察 に よ る

評 価 が 主 とな る。

必 修 教 科 で は、 集 団 に よ る基 礎 的 ・基 本 的 な 内容 の指 導 を基 盤 と して い るが、 選 択 教 科 で

は、 生 徒 の 個 性 を生 か した 多 様 な学 習 活 動 の展 開 が必 要 と考 え る。

ま た、 生 涯 にわ た って 生 徒 一 人一 人 が 音 楽 に楽 し くか か わ る こ とが で き るよ う、 教 材 の選

択 や 指 導 方 法 の工 夫 改 善 を 行 って い きた い。
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N研 究のまとめと今後の課題

1研 究の まとめ

本年度の研究 は、 まず研究員 それぞれが抱 え る悩 みを出 し合 うことか ら始め た。 その中で

も ① いか に生徒の心を動かすよ うな授業展 開を実践すべ きか、② いか に生徒 一人 一人 が

伸 び伸 びと表現で きる集団の雰 囲気づ くりをすべ きか、 とい う二っの悩み に注 目 した。

そ こで、音楽科 の授業 にお いて、一人一人 の音楽的能力 を高 めること、 互 いを認 め合 い、

共 に音楽をつ くりあ げることが大切であ ると考 え、研究主題 を 「心 に響 く音楽活動 を通 して

お互 いを認め合 い、豊か な創造 性を は ぐくむ指導 の工夫」 と設定 し、研究 を進 めて きた。

研究 の視点 は、以下 の3点 であ る。

・ 互 いに認め合 い共 に音 楽をつ くりあげ る喜 びを味 わわせ る指導 の工夫(情 意)

・ 豊か な響 きを感 じ取 り表現 させ る指導 の工夫(感 性)

・ 一人一人 に達成感を もたせ る指導 の工夫(能 力)

次 に、 これ らの視 点 か ら研究 仮 説 を立 て、 理 論 研 究 と調 査 研 究 を進 め た。 理 論 研 究 に お い

て は、 「心 に響 く音 楽 活 動 」 「互 い を認 め合 う場 面 」 「豊 か な 創 造性 」 を 探 って い く こ と で 、

感 動 を 体 験 す る こ とが で き る授 業 計 画 や指 導 方 法 が 明 らか に な って き た。 調 査 研 究 に お いて

は、 生 徒 が 音 楽 の 授 業 に対 して 求 め て い る こ とを探 る こ とで、 生 徒 が 音 楽 を愛 好 し、 豊 か な

表 現 力 を身 に付 けて い くこ との で き る授 業 展 開 を イ メー ジす る ことが で き た。 そ して 、 仮 説

検 証 の た めの 授 業 研 究 を 実施 した。 授 業 研 究 か ら得 られ た研 究 の成 果 は 次 の と お りで あ る。

① 「パ ッヘ ル ベ ルの カ ノ ン」 の リコー ダー ア ンサ ンブ ル と創 作

一 定 の コ ー ド進 行 に着 目 し、 旋 律 を創 作 しハ ー モ ニ ー を工 夫 す る こ とで 、 音 楽 の楽 し

さ を感 じ取 り、 主 体 的 に音 楽 にか か わ ろ う とす る態 度 が は ぐ くまれ た。

② 「小 フ ー ガ ト短調 」 の器 楽合 奏

技 能 の差 に応 じた パ ー ト譜 に は工 夫 が 見 られ た。 ま た、 フ ー ガの 仕 組 み を 理 解 し、 多

声 音 楽 が もっ 表 現 の豊 か さを感 じ取 り、 教 え合 い なが ら一 っ の 音 楽 をつ く りあ げ る喜 び

を 味 わ う こ との で き る授 業 で あ った。

③ 「ソー ラ ン節」 の合 唱 と創 作

ア カペ ラの合 唱 に和 太 鼓 を取 り入 れ た リズ ム創 作 を 加 え た。 和 太 鼓 を 体 験 す る こ とで

郷 土 の 音 楽 を 理解 し、 創 造 的音 楽 活 動 を通 して互 いを 認 め合 うと共 に、 表 現 力 を身 に付

け る こ とが で きた。

2今 後 の課 題

本 研 究 を通 して、 豊 か な創 造 性 を は ぐ くむ ための様 々な指 導 内容 や指導 方 法が 明 らか にな っ

た。 しか し、課 題 と して次 の よ うな こ とが あ げ られ、 今 後 も研 究 して い く必 要 が あ る。

① 生 徒 が 自 ら表 現 を工 夫 す る こ との で きる音 楽 活 動 を実 践 して い くこ と。

② 互 い の表 現 を認 あ合 う場 面 を設 定 した授 業 展 開 を工 夫 す る こと。

③ 一 人一 人 の 能 力 の差 に応 じた教 材 を開 発 して い く こと。
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